
愛媛県立医療技術大学紀要 第16巻 第1号抜粋

2019年12月

瀧本千紗 ,　室津史子,　濵耕子

子育て中の夫の精神援助行動の特性と 
夫婦関係満足度の関連



－ 11 －

愛媛県立医療技術大学紀要
第16巻　第1号　P.11-18　2019　� 　原　著（査読あり）

＊愛媛県立医療技術大学保健科学部看護学科　＊＊広島都市学園大学健康科学部看護学科　＊＊＊石川県立看護大学看護学部母性・小児看護学講座

子育て中の夫の精神援助行動の特性と 
夫婦関係満足度の関連

瀧本　千紗*　　室津　史子**　　濵　耕子***

The Relation between the Characteristics of the Father‘s  
Mental Supporting Behavior and Marital Relationship Satisfaction  

between Couples

Chisa TAKIMOTO ,Fumiko MUROTSU ,Kouko HAMA 

Abstract

The objective of the present study was to investigate the relation between the characteristics of the father’s mental 
supporting behavior and marital relationship satisfaction between couples.

The study recruited 124 couples who were going to have an 18-months child health examination for their first child. 
We asked mother expectation score and evaluation score of the father’s mental supporting behavior. And we asked 
father for self-evaluation. Explanation of the study and the related questionnaire sheet was mailed by post along with 
the information about the 18-months child health examination. Completed sheets were collected when they visited 
the health center, and valid responses from 71 couples were obtained.

Results showed that the father’s mental supporting behavior tended to be higher in the order of “expected score by 
mother”, “evaluated score by mother” and “evaluated score by father”. However, no significant difference was observed.

Both the father’s and mother’s marital relationship satisfaction showed positive correlation with the father’s mental 
supporting behavior as evaluated by the mother.

However, the difference between the couple’s marital relationship satisfaction scores negatively correlated with 
father’s mental supporting behavior that the mother evaluated.

In the group with a high score of mental supporting behavior that the mother evaluated, the couple’s marital 
relationship satisfaction was significantly higher than in the group with a low score.

We revealed the importance of father’s mental supporting behavior in marital relationship satisfaction.
Moreover, we thought that the father’s satisfaction that “I was able to support my wife mentally” is related to his 

marital relationship satisfaction.

Keywords:夫婦関係満足度，精神援助行動，1歳6か月児健康診査，子育て

序　　　文

　夫婦関係における研究では，育児期の夫婦の関係性の
悪化と，その関連要因が明らかになってきている。先行
研究では，第 1 子が生まれた夫婦は，夫婦ともに産後は
相手に対する愛情が有意に低下し1），妻の夫婦関係満足
度は夫の夫婦関係満足度より有意に低いことが示されて

いる2）。夫への親密性を低下させる要因として，夫の育
児参加が少ないことが挙げられており3），Kluwer4）は子
どもが生まれてからの家事や育児分担にまつわる不公平
感が結婚の満足度を低下させ，結婚の質を変化させると
述べている。日本における研究でも，夫婦関係満足度に
影響を及ぼす要因として，夫から妻に対する精神的なサ
ポートの重要性が明らかになり始めているがその研究は
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まだ少ない。
　日本における育児に関する研究において，藤原ら5）

は，親と子どもの双方にとって，母子関係だけではな
く，父子関係の促進は子どもが育っていく上で重要な役
割を果たし，家族関係の形成に功を奏する，と指摘して
いる。また，神原6）は，虐待予備軍である保護者の実態
として，虐待の傾向は夫婦関係や子育てに対する夫の協
力度，子育て不安との関連が高いと報告しており，育児
において父親の存在は極めて重要であることを示してお
り，夫の育児家事や夫婦関係の良否が子育てと関連して
いることが明らかになっている。しかし父親の育児に関
する量的・質的研究について見てみると，父親がキー
ワードになっている研究の93%は依然として研究対象者
が母親であり，母親を対象に父親の育児を推定すること
を目的に作成された尺度が使用されていた7）。父親が育
児を行うことの重要性は指摘されているが，父親を対象
とした育児に関する研究は量的・質的に不足している現
状である。
　以上のことから本研究では，夫婦双方を対象とし，夫
の精神援助行動の特徴を検討すること，夫の精神援助行
動の特性と夫婦関係満足度の関連を検討することを目的
とする。夫婦双方を対象とすることで，今まで十分には
明らかになっていない，父親の視点からも精神援助行動
や夫婦関係について明らかになることが期待できる。
　本研究では，父親の育児家事行動のうち，妻の情緒的
安定を促す精神的援助を ﹁精神援助行動﹂，夫婦の絆や
関係性における主観的な満足の度合いを ﹁夫婦関係満足
度﹂ と定義する。

方　　　法

1 ．調査期間
　平成27年 7 月から11月

2 ．対象者
　対象者は，A県内の保健センターに第一子の 1 歳 6 か
月児健康診査のため来所した保護者夫婦124組248人で
ある。第一子のみと第二子がいる家庭では，上の子の世
話の有無により夫の育児家事行動にも違いがあると考
え，今回は第一子に焦点を当てることとした。 1 歳 6 か
月という調査時期は，子どもの動きもダイナミックにな
り始める頃で，親にとっても養育だけでなく，しつけや
教育を視野に入れた子どもとのかかわりが求められる時
期であり，夫婦で育児を行うことの重要性が増す時期で
あると考えた。また，夫婦関係満足度は出産 2 年後で夫
婦共に顕著に低下すると言われている3）。日本における
1 歳 6 か月児健康診査受診率は 9 割を超えており様々な
背景にある夫婦を調査対象にできる。以上のことから第

一子の 1 歳 6 か月児健康診査時期を調査時期として設定
した。

3 ．調査方法
1 調査用紙
　無記名自記式アンケート調査用紙を用い，属性，育児
家事行動，夫婦関係満足尺度等を尋ねた。使用したのは
次に示す 2 つである。
　日隈ら8）の育児家事行動は，相手行動，世話行動，精
神援助行動，家事行動からなる19項目で構成されてお
り，父親が行う育児を多面的に捉えられる尺度であるこ
とに加えて，先行研究8）,9）でも多く用いられ，結果を比
較検討できることから本研究にて使用した。精神援助行
動は，育児家事行動を構成する下位項目の一つで，﹁育
児助言﹂ ﹁夫婦の会話﹂ ﹁悩みの相談﹂ ﹁体調の気遣い﹂
の 4 項目から成る。評定は 1 ~ 4 点までの 4 段階で，得
点が高いほど精神援助行動を行っていることを示してい
る。本研究では，各々が考える夫の精神援助行動の実際
と，夫に対する妻の期待を知るため，妻には自身が評価
する夫の精神援助行動（以下 ﹁妻の評価﹂）と夫に期待す
る精神援助行動（以下 ﹁妻の期待﹂）を，夫には自身が評
価する精神援助行動（以下 ﹁夫の評価﹂）を尋ねた。諸
井10）の夫婦関係満足尺度は，NortonのQuality Marriage 
Indexの日本語訳であり，すでに信頼性・妥当性が検証
されている（Cronbachのα係数.927）。 6 項目から構
成され，評定は 1 ~ 4 点までの 4 段階である。得点が高
いほど夫婦関係満足度が高いことを示している。なお，
育児家事行動および夫婦関係満足度尺度の使用について
は各著者から口頭および文書で許諾を得ている。
2 配布および回収方法
　研究の趣旨と方法を保健センターの代表者に文書およ
び口頭で説明し了解を得た。保健センターから来所予定
者に向けた 1 歳 6 か月児健康診査の案内文書に研究依頼
書と調査用紙を保健センターの担当者が同封し，同意が
得られる場合は夫婦別に回答済みの調査用紙を厳封し，1
歳 6 か月児健康診査時に提出していただくよう依頼し
た。提出の意思はあるが持参を忘れた方についてはその
場で返信用封筒を渡し，後日郵送による提出を依頼した。

4 ．分析方法（図 １ ）
　先行研究11）,12）において夫婦双方の夫婦関係満足度に
おける夫の精神援助行動の重要性が示唆されていること
から，本研究では夫の精神援助行動に焦点を当てて分
析・検討を深める（図 １ ）。記述統計を算出の後，夫の精
神援助行動得点の ﹁妻の評価﹂ ﹁妻の期待﹂ ﹁夫の評価﹂
の 3 群比較にはKruskal-Wallis検定とBonferroni法によ
る多重比較検定を行った。夫婦関係満足度を従属変数，
夫の精神援助行動を独立変数としてMann-WhitneyのU
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検定を行った。夫婦関係満足度やその得点差と夫の精神
援助行動間の相関は，Spearmanの順位相関係数を求め
た。 デ ー タ の 分 析 は，Windows版 統 計 ソ フ ト IBM 
SPSS Statistics version 24を使用し，有意水準は.05未
満とした。

5 ．倫理的配慮
　研究者は保健センターの責任者，対象者に対し，研究
依頼書を用いて研究目的と方法の説明を行った。対象者
宛の依頼文では，研究依頼からアンケート回収までの過
程において，調査施設に承諾を得て実施していること，
研究自体は調査施設とは関係のないこと，研究に同意し
た後でも撤回することが可能である旨を明記した。本調
査への協力は対象者の自由意思であり，調査用紙の回収
をもって同意を得ることの了解を依頼文に明記した。回
答の有無により対象者に不利益はなく，個人の特定はし
ないことを依頼文にて説明した。対象者には，妻と夫の
調査内容を一致させて分析するため，調査用紙には夫婦
ごとに同じ番号を振ることの了解を得た。調査用紙回収
の際は強制力が働かないよう，回収箱を留置し，回答済
の調査用紙を忘れた対象者に返信用封筒を配布する目的
で，回収場所に張り紙で明示した。また，研究者は対象
者が自主的に忘れたと申し出てきた場合にのみ返信用封
筒を渡し，研究者から対象者へ調査用紙持参の有無を尋
ねることは控えた。個人情報を保護するため，調査は無
記名で行い，調査用紙は ID番号で管理しデータは電子
化した。調査用紙および電子化したデータは大学内の鍵
のかかる場所に別々に保管し，調査用紙は研究期間終了
後シュレッダーで破棄した。本調査について不明な点が
あった際には問い合わせが行えるように，研究依頼書に
研究者の連絡先を明記した。なお，本研究は平成27年度
愛媛大学大学院医学系研究科看護学専攻研究倫理審査委

員会の承認を受けて実施した（承認番号:看27- 3 ，平
成27年 6 月22日）。

結　　　果

1 ．配布および回収結果
　調査用紙は124組248人の夫婦に配布した。回収数およ
び回収率は夫72人（58.1%），妻79人（63.7%）であっ
た。分析対象は，夫婦の回答が揃ったものとし，最終的
な有効回答は，夫婦71組142人（有効回答率57.3%）で
あった。

2 ．対象者の属性（表 1 ）
　家族構成は，核家族が56組（80.0%）であった。
1妻の属性
　妻の年齢は平均31.6±5.2（R20︲44）歳であった。就
業形態はフルタイムで勤務している人が15人（21.1%），
パートタイムで勤務している人が 8 人（11.3%），専業
主婦・その他が48人（67.6%）であった。また，就業し
ている人の休日は週2.2±0.7日であった。夜勤をしてい
る人はいなかった。また，﹁最も育児を担当している人
は自分（妻）﹂ と答えた妻は69人（97.2%），﹁二番目に
育 児 を 担 当 し て い る 人 は 夫 ﹂ と 答 え た 妻 は，50人

（72.5%）であった。また，三番目に育児を担当する人
としては，義母が21人（33.3%），夫が14人（22.6%）で
あった。
2夫の属性
　夫の年齢は平均32.7±5.7 （R20︲49）歳であった。就
業形態はフルタイムまたは自営で勤務している人が62人

（88.6%）だった。休日は週1.5±0.5日，夜勤をしてい
る人は20人（28.6%）で平均夜勤回数は週1.7±1.3回で
あった。﹁最も育児を担当している人は妻﹂ と答えた夫
は67人（95.7%），﹁二番目に育児を担当する人は自分

　　　図 1　本研究における概念枠組み
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（夫）﹂ と答えた夫は48人（68.6%）であった。また，三
番目に育児を担当する人としては，義母が19人（30.6%），
自分（夫）が14人（22.6%）であった。
　夫婦それぞれが考える，最も育児を担当している人，
二番目に育児を担当している人，三番目に育児を担当し
ている人は，χ2 検定において夫婦間の有意差は認めら
れなかった。

3 ．夫婦関係満足度の特徴
　夫婦関係満足度の平均は妻19.5±3.5点，夫20.5±3.1
点であり夫婦間に有意差は認められなかった。質問別に
みると，﹁妻／夫との関係によって，私は幸福である。﹂ に
おいて妻の得点が夫の得点より有意に低かった（p<.05）。

4 ．夫の精神援助行動の特徴（図 ２ ）
　夫の精神援助行動（16点満点）の平均は，妻の評価
12.3±2.9点，妻の期待12.7±3.0点，夫の評価11.7±
2.5点であった。夫の精神援助行動を ﹁妻の評価﹂，﹁妻

の期待﹂，﹁夫の評価﹂ の 3 群に分け，Kruskal-Wallis検
定にて比較した結果，夫の精神援助行動（p<.05）とそ
の下位項目である ﹁悩みの相談﹂（p<.05），で有意差が
あった。いずれの項目も ﹁妻の期待﹂，﹁妻の評価﹂，﹁夫
の評価﹂ の順で得点が高い傾向にあったが，Bonferroni
法による多重比較検定では有意差は認められなかった

（図 2 ）。本研究における夫の精神援助行動のCronbach
のα係数は，﹁妻の評価﹂ .791，﹁妻の期待﹂ .806，﹁夫の
評価﹂ .743であった。

5 ．夫婦関係満足度と夫の精神援助行動の関連 
（表 2 ，表 3 ）

　夫婦それぞれの夫婦関係満足度と夫の精神援助行動の
関連を検討するため相関係数を算出した（表₂）。次に，
夫婦関係に対する夫婦間の認識の違いの程度と夫の精神
援助行動の関連をみる目的で，夫婦関係満足度の夫婦間
得点差を求め，相関係数を算出した（表₂）。また，夫
の精神援助行動得点の特徴による夫婦関係満足度の違い

項目

年齢（歳）　　　　　　　　　　　　　　　　　［平均±SD ］ 31.6±5.2 32.7±5.7
核家族 56（80.0%）

拡大家族 14（20.0%）
自分 69（97.2%） 妻 67（95.7%）

自分以外 2（2.8%） 妻以外 4（4.3%）
夫 50（72.5%） 自分 48（68.6%）

夫以外 21（27.5%） 自分以外 23（31.4%）
実母 21（33.3%） 義母 19（30.6%）
夫 14（22.6%） 自分 14（22.6%）

それ以外 36（44.1%） それ以外 38（46.8%）
フルタイム 15（21.1%） フルタイム・自営 62（88.6%）
パートタイム 8（11.3%） パート・その他 9（11.4%）

専業主婦・その他 48（67.6%）

夫婦関係満足度得点［平均±SD］ 19.5±3.5 20.5±3.1
　私たちは、申し分のない結婚生活を送っている。 3.2±0.7 3.3±0.6
　私と妻/夫の関係は、ひじょうに安定している。 3.3±0.7 3.4±0.6
　私たちの夫婦関係は、強固である。 3.2±0.7 3.4±0.6
　妻/夫との関係によって、私は幸福である。 3.4±0.6 3.6±0.6
　私は、まるで自分と妻/夫が同じチームの
　一員のようであると、ほんとうに感じている。

3.0±0.8 3.3±0.8

　私は、夫婦関係のあらゆるものを思い浮かべると、
　幸福だと思う。

3.4±0.7 3.5±0.6

夫の精神援助行動*　　　　　　　　　　　　　　　　［平均±SD ］ 妻の評価 12.3±2.9 夫の評価 11.7±2.5

妻の期待 12.7±3.0
　育児助言 妻の評価 2.7±1.0 夫の評価 2.4±1.0

妻の期待 2.7±1.0
　夫婦の会話 妻の評価 3.4±0.7 夫の評価 3.3±0.7

妻の期待 3.5±0.8

　悩みの相談* 妻の評価 3.1±1.0 夫の評価 2.9±0.9

妻の期待 3.3±1.0
　体調の気遣い 妻の評価 3.1±1.0 夫の評価 3.1±0.7

妻の期待 3.3±0.9

Mann-WhitneyのU検定およびKruskal-Wallis検定 *p<.05

三番目に育児を担当している人

就業形態

二番目に育児を担当している人

妻（n =71） 夫（n =71）

家族構成

最も育児を担当している人

＊

表 1　対象者の属性



－ 15 －

図₂　夫の精神援助行動（妻の評価, 妻の期待, 夫の評価）

私たちは、申し分のない
結婚生活を送っている。

私と夫/妻の関係は、
ひじょうに安定している。

私たちの夫婦関係は、
強固である。

夫/妻との関係によって、
私は幸福である。

私は、まるで自分と夫/妻が

同じチームの一員のようで

あると、ほんとうに感じている。

私は、夫婦関係のあらゆるものを

思い浮かべると、幸福だと思う。
合計得点

高群（n =32） 3.5±0.6 3.6±0.6 3.6±0.5 3.4±0.5 3.6±0.6 3.7±0.5 21.5±2.7

低群（n =31） 2.9±0.6 3.0±0.7 2.9±0.6 3.2±0.6 2.6±0.7 3.0±0.7 17.5±3.1

高群（n =32） 3.3±0.6 3.3±0.7 3.3±0.5 3.6±0.5 3.3±0.7 3.5±0.6 20.4±2.9

低群（n =38） 3.1±0.7 3.2±0.7 3.1±0.7 3.2±0.6 2.9±0.7 3.3±0.6 18.8±3.7

高群（n =25） 3.4±0.6 3.6±0.5 3.6±0.6 3.8±0.4 3.5±0.7 3.6±0.6 21.4±2.8

低群（n =43） 3.3±0.6 3.2±0.6 3.3±0.7 3.5±0.6 3.2±0.8 3.5±0.6 19.9±3.3

妻の評価および妻の期待における夫婦関係満足度は妻の回答、夫の評価における夫婦関係満足度は夫の回答である
妻の評価：12点以下低群，13点以上高群
妻の期待：13点以下低群，14点以上高群
夫の評価：12点以下低群，13点以上高群

夫
の
精
神
援
助
行
動

夫婦関係満足度の得点

表内は平均±SD

Mann-WhitneyのU検定

妻の評価

妻の期待

夫の評価

**p<.01,*p<.05

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊

＊ ＊

＊ ＊

＊ ＊
＊

＊

項目

妻の評価 .540 ** .374 ** -.297 *

妻の期待 .241 * .500 -.142

夫の評価 .382 ** .453 ** -.098

妻の夫婦関係
満足度得点

夫の夫婦関係
満足度得点

夫婦関係満足度
の夫婦間得点差

Spearmanの順位相関係数 ＊＊p<.01,＊p<.05

表 2 　夫の精神援助行動と夫婦関係満足度の得点の相関　　　n=63

表 3 　夫の精神援助行動「妻の評価」「妻の期待」「夫の評価」の高低群別、夫婦関係満足度の得点

をみる目的で，夫の精神援助行動を平均値で高群低群に
分けて検討した（表 3 ）。
1妻の評価
　夫の精神援助行動得点 ﹁妻の評価﹂ は夫婦それぞれの
夫婦関係満足度と有意な正の相関（p<.01）を，夫婦関
係満足度の夫婦間得点差と有意な負の相関（p<.05）を
示した（表 2 ）。また，﹁妻の評価﹂ 高群は低群と比較し
て，妻の夫婦関係満足度合計と下位項目すべてにおいて
得点が有意に高かった（p<.01，p<.05）（表₃）。
2妻の期待
　夫の精神援助行動得点 ﹁妻の期待﹂ は妻の夫婦関係満
足度とのみ有意な正の相関を示した（p<.05）。夫婦関

係満足度の夫婦間得点差とは相関が認められなかった
（表₂）。また，﹁妻の期待﹂ 高群は低群と比較して，妻
の夫婦関係満足度のうち 3 つの下位項目において得点が
有意に高かった（p<.01，p<.05）（表 3 ）。
3夫の評価
　夫の精神援助行動得点 ﹁夫の評価﹂ は夫婦それぞれの
夫婦関係満足度と有意な正の相関を示した（p<.01）。
夫婦関係満足度の夫婦間得点差とは相関が認められな
かった（表 2 ）。また，﹁夫の評価﹂ 高群は低群と比較し
て，夫の夫婦関係満足度のうち 3 つの下位項目において
得点が有意に高かった（p<.01，p<.05）（表 3 ）。
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考　　　察

1 ．対象者の属性
　平成26年の国民生活基礎調査によると，児童のいる世
帯の世帯構造において核家族世帯は71.6%であり，本研
究の対象は全国と比較し高い核家族率を示している。夫
婦それぞれが考える，最も育児を担当している人，二番
目に育児を担当している人，三番目に育児を担当してい
る人に夫婦間の有意差は認められなかったことから，育
児担当者においては夫婦がほぼ同一の認識のもと育児を
行っていることが窺えた。

2 ．夫婦関係満足度
　本研究における夫婦関係満足度の平均は妻19.5±3.5
点，夫20.5±3.1点であり夫婦間に有意差は認められな
かった。生後 4 か月の児を養育する両親を対象とした藤
田ら13）の研究における夫婦関係満足度の平均は妻20.6
点，夫21.4点であった。小野寺3）は68組の夫婦を対象に
した縦断研究において，妊娠 7 ~ 8 か月，出産 2 年後，
出産 3 年後の夫婦関係について調査を行ったところ，夫
婦関係の親密性は出産 2 年後で夫婦共に顕著に低下する
ことを明らかにしている。本研究の対象は， 1 歳 6 か月
児を養育する夫婦であったため，藤田ら13） の対象より
も夫婦関係満足度得点が低くなったと推察する。本研究
では夫婦関係満足度の合計点では夫婦間に有意差は認め
られなかったが，先行研究2）,9）同様，妻の夫婦関係満足
度は夫より低い傾向にあった。

3 ．夫の精神援助行動
　夫の精神援助行動を項目別でみると，有意差は認めら
れなかったものの，﹁育児助言﹂ ﹁夫婦の会話﹂ ﹁悩みの
相談﹂ ﹁体調の気遣い﹂ のいずれの項目も夫の自己評価
は妻の評価を下回っており，夫は自身の精神援助行動を
過小評価している傾向にあることが窺えた。この背景に
は，自身の行う精神援助行動が，妻が求めるものとなっ
ているのか，迷いながら行っている現状があるのではな
いかと考える。妻は夫から受ける精神援助行動に対し，
態度だけでなく，﹁ありがとう。﹂ や ﹁こうしてくれると
助かる。﹂，といった言葉で反応したり，労いの言葉をか
けたりするなど，夫が自身の援助を評価し試行錯誤する
ために夫婦間の相互コミュニケーションを円滑に行う必
要がある。

4.夫婦関係満足度と夫の精神援助行動の関連
　表 1 および表₂より，妻が評価する夫の精神援助行動
の得点の低群は，夫婦関係満足度が有意に低く，夫の精
神援助行動得点が低いほど夫婦関係満足度は夫婦間で乖
離していると言える。この結果より，夫婦関係満足度に

おいて夫の精神援助行動を妻がどのように評価している
かが重要であることが明らかとなった。末盛14）は，夫の
家事遂行および情緒的サポートが妻の夫婦関係満足感に
どのような影響を与えるのかを分析した結果，夫の家事
遂行より情緒的サポートの方が，妻の夫婦関係満足感と
関連することを示している。夫は，具体的な育児や家事
といった物理的なサポートだけでなく，妻が，夫も子育
てに責任を持っていると感じられるよう精神援助行動を
充実させていくことが求められている。
　また，妻が評価する夫の精神援助行動の得点が高いほ
ど，妻の夫婦関係満足度だけでなく夫の夫婦関係満足度
も高くなることから，夫の ﹁妻を精神的に支えたい，サ
ポートしたい。﹂ という思いが行動化されたとき，妻か
らの何らかの反応を受けることで，夫もそのプロセスの
中に満足感を得ているのではないかと推察した。これ
は，佐藤15）が，﹁父親が母親の﹃精神面﹄を支えること
により，父親自身の﹃充足感﹄が高まり，﹃疲労感﹄や

﹃不安・焦燥感﹄が低減する﹂ と報告していることから
も裏付けられる。
　これまで日本では，母親に重点を置いた育児支援が考
えられてきた。しかし，最近，この傾向を是正し，夫婦
で育児を行えるように支援する必要性が認識され始めて
いる15）。本研究において夫の育児家事行動の中でも精神
援助行動は夫婦関係満足度とも関連があることが明らか
となった。夫の精神援助行動を充実させることは育児の
充実化だけでなく，夫婦関係を良好化することに繋が
り，これは育児不安や産後うつ，虐待などの二次予防に
も寄与できるものと考える。1999年の厚生省の少子化対
策キャンペーンで使われた ﹁育児をしない男を，父とは
呼ばない。﹂ という刺激的なキャッチフレーズが注目を
集めてから20年が経過した。しかし未だに世間で，﹁イ
クメン﹂ や ﹁カジメン﹂ といった言葉が取り上げられ，
育児や家事をする男性を特別視する傾向は変わらない。
お風呂やおむつ替えといった育児は一般的に育児として
イメージされやすく，短時間で 1 回が完結するため夫に
とって取り組みやすいものかもしれない。しかし，﹁実
際，母親側から見れば父親が子育てをできるとき・した
いときだけ行うのでは，子育てにおける労働力として父
親をローテーションに組みにくい。﹂ という指摘もあり16），
妻の心理面においても，夫が 1 回をもって育児を一緒に
担っていると捉えることは不満を抱かせていると考えら
れる。一方で妻の情緒的安定を促すことは短時間では完
結せず，夫の継続的な関わりや妻への関心，気づきが求
められるものである。そのようなプロセスの中で夫婦関
係の綻びが日々修正されながら，良い方向へ向かってい
くのではないだろうか。夫は実質的な育児の一部を担う
ことを通して，育児方針を模索し ﹁父親としての役割行
動の具体化﹂ の段階に至るとも言われており17），実質的
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な育児も重要であることは変わりない。しかし看護職者
は，夫が実質的な育児の一部を担うことを称賛すること
に留まらず，夫だからこそできる育児，つまり情緒的安
定を促すことの重要性について啓発し，その具体的方法
について示していくことが大切である。

5 ．研究の限界と今後の課題
　本研究の対象者は71組であり，充分なサンプル数とは
言えない。これは，夫からのデータ収集が容易ではない
ことに加え，夫婦を一組とした調査研究であることによ
る。また，今回の調査用紙回収では，夫の回答を妻が夫
へ依頼し 1 歳 6 か月児健康診査時に回収，持参する方法
をとっているため，回収できた夫婦はそのやりとりが可
能な，比較的夫婦関係が良好な夫婦であると言える。
よって，本調査結果が子育て中の夫婦全体の状態を反映
しているとは言い難い。今後は，幅広い夫婦を対象とで
きるよう回収方法を検討するとともに，夫が妻の情緒的
安定を促すための具体的な関わりやその効果的な啓発方
法についても検討していきたい。
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要　　　旨

　本研究は夫婦双方を対象とし，夫の精神援助行動の特
徴を検討すること，夫の精神援助行動の特性と夫婦関係
満足度の関連を検討することを目的としている。第一子
の 1 歳 6 か月健康診査にて無記名自記式アンケート調査
用紙を用いて，属性，夫の育児家事行動，夫婦関係満足
尺度を尋ね，夫婦71組から回答を得た（有効回答率
57.3%）。本研究は育児家事行動のうち下位項目の ﹁精
神援助行動﹂ を分析対象にした。夫婦それぞれの夫婦関
係満足度は妻が評価する夫の精神援助行動得点と正の相
関を示し，夫婦関係満足度合計の夫婦間得点差は，妻が
評価する夫の精神援助行動得点と負の相関を示した。妻
が評価する夫の精神援助行動得点の高群は低群と比較し
て，夫婦関係満足度合計と下位項目すべてにおいて得点
が有意に高かった。夫婦関係満足度における夫の精神援
助行動の重要性が明らかとなった。また，夫の夫婦関係
満足度は，妻を精神的に支えることができたという自己
評価による満足感が関連していることが示唆された。 
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